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今
年
は
卯
年
。
十
二
支
の
４
番
目
の
う
さ
ぎ
年

で
す
。
卯
は
東
の
方
向
、ま
た「
卯
の
刻
」と
い
え
ば
、

午
前
６
時
こ
ろ
を
指
し
ま
す
。

　

う
さ
ぎ
は
、
ウ
サ
ギ
科
の
哺
乳
類
で
す
。
う
さ

ぎ
と
い
う
と
耳
が
長
く
、目
が
赤
く
、毛
は
白
、ピ
ョ

ン
ピ
ョ
ン
と
跳
ね
る
動
物
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

こ
れ
は
私
た
ち
が
よ
く
見
る
日
本
白
色
種
で
、
ほ

か
に
も
多
く
の
種
類
が
い
ま
す
。
毛
が
白
黒
（
ま

た
は
白
茶
）
で
パ
ン
ダ
ウ
サ
ギ
と
も
呼
ば
れ
る
ダ
ッ

チ
、耳
の
下
が
っ
た
ロ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
、耳
の
短
い
ピ
ー

タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
う
さ
ぎ
の
話
と
い
え
ば
、

「
う
さ
ぎ
と
カ
メ
」
で
す
。
う
さ
ぎ
と
カ
メ
が
向
こ

う
の
山
ま
で
、
ど
ち
ら
が
先
に
行
け
る
か
競
走
し

ま
す
。
早
い
う
さ
ぎ
は
、
カ
メ
が
の
ろ
い
の
を
見
て

途
中
で
油
断
し
て
昼
寝
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
間
に
カ
メ
が
ゴ
ー
ル
す
る
お
話
で
、
地
道
に
努

力
す
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
と
い
う
教
訓
で
す
。

　

こ
う
し
た
話
は
、
動
物
競
争
物
語
と
し
て
各
国

に
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
勝
つ
ほ
う
の
動
物
が
カ
メ

で
は
な
く
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
、
カ
ニ
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
、

ナ
メ
ク
ジ
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
負
け
る
ほ
う
も
、
う

さ
ぎ
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
マ
、
キ
ツ
ネ
、
ゾ
ウ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
日
本
の
昔
話
で
有
名
な
の
が
「
カ
チ

カ
チ
山
」で
す
。こ
の
話
に
は
ち
ょ
っ
と
残
酷
な
シ
ー

ン
も
あ
る
の
で
、
最
近
で
は
あ
ま
り
語
り
継
が
れ

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
円
高
、
デ
フ
レ
、
雇
用
不
安
な
ど

克
服
す
べ
き
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

東
京
法
令
出
版
、
牧
瀬
稔
著
『
選
ば
れ
る
自
治

体
の
条
件
』
で
は
、〝
住
民
は
自
分
の
選
好
を
満

た
し
て
く
れ
る
自
治
体
に
住
む
こ
と
を
望
む
が
、

満
た
し
て
く
れ
な
い
自
治
体
か
ら
は
離
れ
て
い

く
〟
と
視
座
し
て
い
ま
す
。
行
政
は
住
民
の
行
政

に
対
す
る
満
足
度
を
如
何
に
高
め
ら
れ
る
か
に
あ

り
、
多
様
性
と
創
造
性
に
溢
れ
た
豊
か
な
自
治
を

実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
基
本
姿
勢
の
も
と
、
政
策
の
第
一
に

は
「
町
の
財
政
健
全
化
」
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

第
二
に
「
教
育
」
と
し
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒

の
教
育
環
境
の
整
備
充
実
で
は
、

▽
就
園
奨
励
費
の
満
額
助
成
▽
全
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
▽
中
学
校
全
校
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

▽
本
年
度
は
小
学
校
全
校
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
を
計
画
▽
三
珠
中
、
上
野
小
で
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
を
完
了
し
ま

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に

あ
た
り
町
議
会
を
代
表
し
て
、
町
民
の
皆
様
に

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
議
会
に
対

し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

ま
さ
に
激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
鳩
山
首

相
の
退
陣
・
管
内
閣
の
発
足
。
参
院
選
で
の
民

主
党
の
大
敗
。
宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫
の
発
生
。

円
高
に
よ
る
業
績
悪
化
。
相
次
い
だ
児
童
虐
待

事
件
。
尖
閣
諸
島
沖
で
の
中
国
漁
船
と
海
保
巡

視
船
と
の
衝
突
事
故
。
ロ
シ
ア
大
統
領
の
北
方

領
土
訪
問
。
１
１
３
年
ぶ
り
の
猛
暑
等
々
、
日

本
中
が
大
き
く
揺
れ
動
き
ま
し
た
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
明
け
た
今
年
は
、

ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
よ
り

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
願
い
た
い
も
の

で
す
。

　

昨
年
11
月
東
京
に
お
い
て
「
第
54
回
町
村
議

新年の
あいさつ

新年の
あいさつ
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し
た
。

　

第
三
に
「
福
祉
・
医
療
」
と
し
、

▽
中
学
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
の
継

続
▽
子
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
、
小
学

六
年
及
び
中
学
一
年
か
ら
三
年
ま
で
全
額
公
費
負

担
▽
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の

半
額
助
成
▽
町
立
病
院
の
医
師
確
保
は
、
昨
年
の

内
科
常
勤
医
師
に
つ
づ
き
本
年
４
月
か
ら
新
た
に

内
科
常
勤
医
師
の
確
保
が
で
き
る
見
通
し
で
す
。

４
月
か
ら
内
科
常
勤
医
師
三
名
体
制
と
な
り
、
更

に
医
療
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
政
策
と
し
て
は
、
▽
住
宅
用
太
陽
光

発
電
へ
の
助
成
▽
黒
沢
バ
イ
パ
ス
の
平
成
26
年
度

完
成
へ
の
取
組
▽
中
部
横
断
自
動
車
の
促
進
▽
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
峡
南
ル
ー
ト
へ
の
期
待
▽
県

立
市
川
高
等
学
校
の
存
続
は
、
県
の
県
立
高
等
学

校
整
備
基
本
構
想
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
町

民
の
皆
様
と
共
に
結
束
し
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
べ
き
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
」
を
め
ざ
し
、
極
め

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
勇
往
堅
実

に
行
政
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

　

今
後
と
も
町
政
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
長　

久
保　

眞
一

会
議
長
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地

方
自
治
体
や
議
会
が
抱
え
る
重
要
問
題
を
提
起

し
、
地
域
主
権
改
革
の
実
現
、
町
村
財
政
の
確

立
強
化
、
議
会
の
活
性
化
な
ど
国
に
対
し
て
強

く
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　

景
気
低
迷
、
少
子
高
齢
化
、
複
雑
多
様
化
す

る
社
会
情
勢
の
中
で
、
我
々
議
会
議
員
の
果
た

す
べ
き
役
割
と
責
任
は
重
く
、
重
要
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
我
々
議
員
も
住

民
の
代
表
と
し
て
何
が
必
要
か
を
的
確
に
判
断

し
、
執
行
機
関
と
充
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、

議
会
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
よ
う
、
本

年
も
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
市
川
三
郷
町
の
更
な

る
発
展
に
向
け
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

よ
り
良
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申

し
上
げ
、新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
議
会
議
長　

松
野　

清
貴

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

う
さ
ぎ
は
悪
役
だ
っ
た
り
、
英
雄
だ
っ
た
り
、
だ

ま
し
た
り
、
だ
ま
さ
れ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
役

回
り
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

う
さ
ぎ
は
身
近
な
動
物
の
わ
り
に
は
、
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
と
わ
ざ
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
「
兎
死
す
れ
ば
、
狐
こ
れ
を
悲
し
む
」「
狐
死
し

て
兎
泣
く
」
は
、
同
類
の
死
を
悲
し
む
と
い
う
こ

と
。「
兎
に
祭
文
」
は
、「
馬
の
耳
に
念
仏
」
と
同

じ
意
味
で
、言
っ
て
も
無
駄
な
こ
と
。「
兎
の
上
り
坂
」

は
、
最
も
得
意
と
す
る
場
所
で
力
を
発
揮
す
る
こ

と
。「
兎
兵
法
」
は
生
兵
法
の
こ
と
で
、

役
に
立
た
な
い
こ
と
。
ど
の
こ
と
わ
ざ

も
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
動
物
と
直
に
ふ
れ
合
え
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
動
物
園
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
ふ
れ
合
い
コ
ー
ナ
ー

の
一
番
の
人
気
も
の
と
い
え
ば
、
や
っ

ぱ
り
、
う
さ
ぎ
で
す
。
う
さ
ぎ
を
や

さ
し
く
抱
っ
こ
す
る
と
、
ふ
わ
ふ
わ
の

毛
並
み
。
子
ど
も
た
ち
は
、
う
さ
ぎ
の

小
さ
な
鼓
動
を
感
じ
と
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
０
年
は
国
連
が
定
め
た
「
国

際
生
物
多
様
性
年
」
で
し
た
。
今
年

も
多
く
の
生
き
物
に
と
っ
て
、
幸
せ
な

１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

「今年は卯年」
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市川大門地区
名前 担当区域 住所 電話番号

村   松     実 市川 1 東西北上 2 市川大門 4384 055-272-1668
望   月     昇 市川 3 4 5 6 7 市川大門 1099-1 055-272-2606

   木     敦 市川 8 9 10 11 北 12 市川大門 1009 055-272-0112
村松　和子 市川 14 東 14 西 15 18 19 20 21 市川大門 953-4 055-272-0225
渡   邉     光 市川 13 16 北 17 北 22 市川大門 165-3 055-272-2678
日向あけ美 市川 16 南 17 南 23 東 市川大門 6142-2 055-272-4705
河西　常元 市川 23 西 24 東 24 北 24 上 市川大門 6187-2 055-272-2484
進藤　勝美 市川 24 西 24 南 24 中 印沢 128-5 055-272-5727
村   松     司 市川 25 32 東 32 西 市川大門 574 055-272-0550
鈴木　俊子 市川 26 27 29 30 市川大門 834 055-272-1493
村松　勝德 市川 31 西 33 東 33 南 33 北 市川大門 1436 055-272-0835
渡   邉     靖 市川 35 36 東 36 西 37 38 44 市川大門 1192 055-2721825
佐野　征子 市川 34 39 40 41 南 41 北 41 上 42 市川大門 2753 055-272-1047
一瀬　賀文 市川 43 45 46 47 48 市川大門 1805-7 055-272-0452
新島眞紀夫 市川 51 52 53 54 東 54 西 市川大門 1798-1 055-272-3712
渡邉　敏文 市川 50 西 50 南 50 北 50 中 58 北 市川大門 2918-2 055-272-0181
河西　節子 市川 56 57 南 57 北 58 南 58 中 59 市川大門 1331 055-272-1626
今   村     均 市川 31 東 60 65 東 65 西 市川大門 1554 055-272-0742
市   川     厚 市川 61 61西 61南 61 北 61上 61中 市川大門 1526-9 055-272-8840
志村ヒデ子 市川 49 61 東 62 65 北 65 上 市川大門 2085-1 055-272-2728
一瀬善司郎 市川 11 南 64 66 76 市川大門 5182-2 055-272-0524
有泉　永一 市川 71 72 74 74 南 75 77 78 市川大門 3657 055-272-2879
山本　嘉人 市川 63 67 68 69 70 73 73 南 73 北 市川大門 3082-41 055-272-3443
笠井すみ子 高田 1 東 1 西 6 東 6 北 市川大門 393-8 055-272-0690
立川　勝雄 高田 2 3 4 5 6 南 7 8 印沢 288 055-272-2384
佐野　宗一 高田 9 10 南 10 北 11 12 13 13 西 高田 1089-1 055-272-3709
田中かつ子 高田 14 15 南 15 北 16 17 18 19 20 高田 2771 055-272-0642
坂本　德夫 高田 21 22 23 24 25 東 25 西 27 高田 2937 055-272-1938
石原　一元 山保 1 2 山保 5129 055-272-3580
佐野　 子 山保 3 山保 7040 055-272-4864
小林　夕子 山保 4 5 山保 6408 055-272-7266
池川　良人 山保 6 7 山保 2559 055-272-7371
長田　重男 山保 8 山保 513 055-272-7336
河野　尚子 大同 1 南 1 北 2 3 4 南 4 北 下大鳥居 172 055-272-2030
望月　啓子 大同 5 東 5 西 13 東 13 西 黒沢 936 055-272-1535
渡邊久美子 大同 6 7 8 9 黒沢 854 055-272-1545
村松　清子 大同 10 11 12 黒沢 1428 055-272-1333
遠藤　和代 大同 17 18 20 八之尻 1095 055-272-6552
渡邊　茂可 大同 14 15 16 黒沢 4502 055-272-6261

　

地
域
の
福
祉
を
担
う
民
生
委

員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

が
任
期
満
了
に
伴
い
12
月
１
日

付
け
で
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
次

の
75
人
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
う
ち
５
人
が
主
任

児
童
委
員
に
指
名
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
平
成
25
年
11
月

30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
、
行
政
機
関
と
協

力
し
地
域
で
の
福
祉
や
生
活
援

助
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
上
の
悩
み
事
の
解
決
や
、

保
護
が
必
要
な
方
へ
の
指
導
や

助
言
、
ま
た
青
少
年
の
健
全
育

成
、
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り

老
人
な
ど
へ
の
援
助
な
ど
、
幅

広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
秘
密
は
、厳
守
さ
れ
、

差
別
的
対
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。

担
当
の
民
生
委
員
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
（
表
参
照
）
へ
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

身
近
な

福
祉
の
相
談
役

民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
紹
介

75
名
を
委
嘱
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三珠地区
名前 担当区域 住所 電話番号

村松　正彦 上野本村 上野 3197 055-272-1023
牧野　 男 上野桃林橋 1-5 組 上野 1612-1 055-272-3827
新戸部政幸 上野桃林橋 6-9 組 ･ 下河原 上野 2167-10 055-272-2762
丹澤　憲子 矢作区 上野 1155 055-272-0536
丹澤　美子 町屋 1-3･11 組 上野 2664-4 055-272-3314
小林　征子 町屋 4-7･12･13 組 上野 769-7 055-272-3864
秋元　彌生 町屋 8-10 組 上野 617 055-272-2559
八木　國博 川浦 1-4 組 ･ 樋田 上野 198 055-272-8798
石原　恵子 川浦 5-9 組 上野 170 055-272-2975
藥袋　花子 上ﾉ原区 大塚 3823-1 055-272-8177
石川　正仁 北区 大塚 4806 055-272-3928
内藤　一仁 南区 大塚 4303 055-272-8357
渡邊　千雪 道林区 大塚 1492-2 055-272-8395
渡邊　春子 大塚桃林橋区 大塚 1459-5 055-272-8467
渡邉とみ子 下芦川 ･ 三帳 ･ 古宿区 三帳 66 055-272-4624
有泉　晴子 高萩 ･ 中山 ･ 垈 ･ 畑熊区 垈 80-1 055-272-4560

六郷地区
加藤知多子 上手方 ･ 文京 岩間 2745-1 0556-32-3005
小   林     修 原 ･ 上仲 ･ 岩間平 岩間 2018 0556-32-2103
石原　健二 細田 ･ 下河原 ･ 岩間団地 岩間 2463-1 0556-32-2224
河   口     勇 下仲 ･ 下町 ･ 清珠荘 岩間 2183 0556-32-2833
芦澤悠紀枝 落居 1 ～ 3 区 落居 6292 0556-32-3400
小林　森雄 落居 4 ～ 6 区 落居 2413 0556-32-3304
上田清磨呂 落居 7 ～ 8 区 落居 4302 0556-32-3244
望月　昌光 楠甫 1 ～ 5 組 楠甫 466 0556-32-3487
望月　和子 楠甫 6 ～ 10 組 楠甫 781 0556-32-3488
斉藤　弘江 宮原 1 ～ 3 組 ･7 組 宮原 1258 0556-32-3114
内   藤     章 宮原 4 ～ 6 組 宮原 1375 0556-32-3380
上田　公惠 葛篭沢 1 ～ 3 組 葛篭沢 343 0556-32-2446
加藤すみ子 葛篭沢 4 ～ 6 組 葛篭沢 991 0556-32-2456
伊藤　靜野 鴨狩津向 鴨狩津向 776 0556-32-2407
渡邊　喜勇 河頭 五八 594 0556-32-2766

主任児童委員
村松てるみ 全町 上野 3017 055-272-1022
畑川かおる 全町 市川大門 2012-8 055-272-2420
遠藤　京子 全町 市川大門 6422-3 055-272-2613
内田　幸子 全町 下大鳥居 12 055-272-1571
都築　節子 全町 岩間 4685-1 0556-32-2289

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
民

生
委
員
法
と
い
う
法
律
に
よ
り

各
市
町
村
に
置
か
れ
、
子
ど
も

も
お
年
寄
り
も
身
体
の
不
自
由

な
方
も
、
地
域
社
会
の
中
で
共

に
明
る
く
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
よ
う
相
談
、
援
助
、

世
話
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を

個
別
に
調
査
し
手
助
け
を
し
た

り
、
社
会
福
祉
増
進
の
た
め
行

政
に
協
力
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

相
談
に
対
し
専
門
機
関
を
紹
介

す
る
な
ど
、
解
決
に
向
け
て
お

伝
い
を
し
ま
す
。

民
生
委
員
児
童

委
員
と
は

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福

祉
に
関
す
る
事
を
専
門
的
に
担

当
す
る
委
員
で
す
。
民
生
委
員

児
童
委
員
活
動
に
つ
い
て
、
児

童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
を
行
な
っ
た
り
、
区
域
を
担

当
す
る
民
生
委
員
児
童
委
員
と

一
体
に
な
っ
た
活
動
や
、
必
要

な
援
助
、
協
力
を
行
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員

在宅生活に関すること

● 毎日の介護で困ってい
ること

● 福祉サービスの利用に
ついて

●施設利用について
●介護保険制度について

暮らしのこと

●近所付き合いについて
●生活費について
● 生活福祉資金などの各

種貸付制度の利用につ
いて

●生活保護について
● 遊び場、通学路などの

危険箇所について
● 公害や環境衛生について

家族、育児、教育のこと

●結婚、離婚について
● 親子関係・扶養について
●相続について
●育児やしつけについて
● 虐待やいじめ、不登校、

非行について

その他の困りごと

● 身体や障害に関する相
談など

こんなとき
ご相談下さい

【問い合わせ】町福祉支援課福祉係☎ 055-272-1106

1
2011
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町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
平
成
23
年
度
か
ら
三
珠
地
区
も
含
め

町
内
全
域
で
都
市
計
画
区
域
内
の
宅
地
、

雑
種
地
、
家
屋
に
0.1
％
の
都
市
計
画
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　

┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈
┈

　

都
市
計
画
税
と
は
、
都
市
計
画
区
域
内

の
土
地
や
家
屋
に
課
さ
れ
る
税
金
で
す
。

都
市
計
画
や
土
地
区
画
整
理
な
ど
に
充
て

ら
れ
、
本
町
で
は
主
に
公
共
下
水
道
事
業

に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
市
川
大
門
地
区
、三
珠
地
区
、

旧
鰍
沢
町
の
一
部
を
範
囲
と
し
た
都
市
計

画
区
域
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。合
併
前
、

旧
市
川
大
門
町
で
は
都
市
計
画
税
が
課
税

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
旧
三
珠
町
で
は
課

税
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
合
併
し
た

後
も
引
き
続
き
市
町
村
合
併
の
特
例
期
間

で
あ
る
５
年
間
は
、
同
じ
体
制
で
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
特
例
も
、
平
成
22
年
度
末

で
期
限
が
切
れ
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、

三
珠
地
区
も
含
め
町
内
全
域
で
都
市
計
画

区
域
内
の
宅
地
、
雑
種
地
、
家
屋
に
、
都

市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

都
市
計
画
税
は
固
定
資
産
税
と
同
じ

く
、
毎
年
１
月
１
日
時
点
で
土
地
や
家
屋

を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
、
固
定

資
産
税
と
あ
わ
せ
た
形
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

本
来
の
税
率
は
100
分
の
0.2
（
0.2
％
）
で

す
が
、
不
景
気
の
お
り
、
町
民
の
方
々
の

負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
、
平
成
24
年
度

ま
で
の
２
年
間
は
都
市
計
画
税
の
税
率
を

100
分
の
0.1
（
0.1
％
）
に
引
き
下
げ
課
税
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
課
税
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
町
税
務
課
資
産
税
係
☎

０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
４
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　　

ま
た
、
次
の
日
程
で
都
市
計
画
税
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

三珠地区でも
　都市計画税が
　　課税されます
平成 23年度から税率 0.1％

都市計画税
合併前

旧市川大門町　旧三珠町
　（課税）　　　（非課税）

合併後
市川大門地区　三珠地区
　（課税）　　　（非課税）

平成23年度～
町内全指定区域内
（0.1％で課税）

※六郷地区には都市計画区
域の指定区域はありません

都市計画税説明会日程

■１月 25 日 ㈫ 
　　午後７時 30 分～
　 （三珠総合福祉センター

２階研修室）
■１月 26 日 ㈬
　　午後７時 30 分～
　 （ふるさと交流センター１

階和室）

　

建
物
や
土
地
の
税
金
（
固

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
）

は
、
毎
年
１
月
１
日
の
状

況
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
平
成
22
年
中
に
取

り
壊
さ
れ
た
建
物
は
、
平

成
23
年
度
か
ら
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

町
で
は
取
り
壊
し
た
家

屋
な
ど
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
課
税
誤
り
な

ど
を
な
く
す
た
め
、
建
物

を
取
り
壊
し
た
場
合
、
本

人
か
ら
そ
の
建
物
の
「
滅

失
届
け
」
の
提
出
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
中
に
建
物
を
取
り

壊
し
た
方
は
、「
滅
失
届
け
」

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

▽
印
鑑

【
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
】

▽
町
税
務
課
資
産
税
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
４

▽
三
珠
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
３

▽
六
郷
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

☎
０
５
５
６
（
３
２
）
２
１
１
１

家屋を取り壊したら「滅失届け」の提出を
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教えて下さい！

新 書図着

『東慶寺花だより』
（井上ひさし・文藝春秋）

　しりとりをしながら十二支を覚えることができます。
例えば『ねずみ』→みつばち→ちょこれーと→とうせん
ぼ→ぼう→『うし』→しまうま→まーがれっと…。おめ
でたい十二支の動物がしりとり遊びで大活躍！ことばあ
そびえほんシリーズの最新刊。 

『十二支のしりとりえほん』
（高畠　純・教育画劇）

　江戸時代、女たちが不幸な結婚から逃れるための「駆
け込み寺」であった鎌倉の東慶寺。離婚を望み、決死の
覚悟で駆け込み寺にやってきた女たち。けれどその理由
はどれもこれも一筋縄ではいかなくて…。夫婦の絆、名
もなき人々の強さ、生きる喜びを謳いあげた遺作。

■児童向け

■一般向け

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 ～ 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 ～ 17:00 
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午～ 19:00［土・日］9:00 ～ 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

「ふる里の野鳥たち」1/28 ㈮ まで
作者：一瀬和一さん（市川大門）

　季節が冬へと色を変え、葉を落とした雑木林に一
番に姿を見せるのが、オレンジ色が美しいジョウビ
タキ。そしてまもなく青色のルリビ
タキが高山から下りて来ると、林の
中から湧いてくるような澄んだ囀り
が美しく響いてきます。今回は、こ
の２羽を中心に写真を展示します。

募
集

図書館ではイベントの手伝い、絵本の読みき
かせなどのボランティアを募集しています
※活動時間は要相談
　問町立図書館本館☎ 055-272-8888

図書館クリスマス会（12/12・市川大門町民会館）
　ボランティアグループによる寸劇や大型絵本、ブラックパ
ネルシアター、また幻想的な影絵やマジックショーなど、盛
りだくさんの出し物でクリスマス会を盛り上げました。おお
とりでの登場は、ご存知、サンタクロース！サンタクロース
のおじさんは、子どもたち全員にプレゼントを手渡すと、ま
た北の国に帰っていきました。 

初めてでも大丈夫！
図書館主催の教室に参加してみませんか？

■本　　館ー [ 乳幼児 ] １/27 ㈭ 11:00 ～ 11:30
■三珠分館ー [ 幼児～小学 ] 毎週㈫ 16:30 ～ 17:00
　　　　　　 [ 乳幼児 ] １/25 ㈫ 11:15 ～ 11:45
■六郷分館ー [ 幼児～小学 ] １/18 ㈫ 15:30 ～ 16:00

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

■はじめての読み聞かせ教室■ 
　絵本の楽しさを子どもたちに伝えるには、どのように
読み聞かせたらよいでしょうか。また、どんな絵本を読
んであげたらよいかなどをお話ししていただきます。
【日時】１月 30 日 ㈰ 午後１時 30 分～
【場所】市川大門町民会館２階視聴覚室
【講師】小林和美さん（山梨県立図書館企画調査課子ど

も読書推進担当）
※申し込みが必要です。町立図書館本館に１/27 ㈭まで
にお申し込み下さい。（参加費無料） 展示コーナー（本館）

あなたが読んで面白かった本、感動した本、心に
残った本を教えて下さい。図書館のカウンターに
用紙がありますので、お気軽にお持ち下さい。

あなたの 一冊

■はじめての手袋人形づくり教室■ 
　手袋で人形を作って子どもたちと楽しみませんか。初
めての方でも大丈夫。どなたでも完成できます。
【日時】１月 22 日 ㈯ 午後１時 30 分～
【場所】市川大門町民会館１階和室
【講師】秋山公美さん
【材料費】１人 150 円
【定員】15 名（定員になり次第締め切ります）


